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あるから ， 帰線を通る電流の-l5!1は必然、的に大地に漏えい し ，

こ とにこの付近に鉄管等の地中管路があれば， これは従気の好

い通路なので漏えい電流がこれに集中して I ïtt流が地中管を出

入する点において電気分解作用を生じ，乙とに地中主?を去る点

においては管の腐しょくがはなはだし く なる。これがし、わゆる

恒しょくである。このように憶しょくの主因は漏えい電流の多

い少ないに関係するが，また帰級から大地への漏えい電流に影

響するおもな事項は，

1 ij抗条が大地に対して電位が高ければ高いほど漏えい電流

は大となる。そしてこの軌条の電位は軌条内のru:圧降下による

ものであるから，結局軌条内のm圧降下の大きい時は，漏えい

電流も また大となる。つまり 問量の帰線を流れる電流に対して

は，帰線の怒抗が大きい方が漏えい電流が大き く なる。

2 同ーの軌条電位に対しては漏えい電流を支配するものは

軌道の絶縁抵抗であるから，この漏えい抵抗を大ならしめるこ

とが漏えい電流をi威少させる こ とになる。1:jiに電気鉄道の幸1I援

のみを考えれば帰線憶流はなるべく大地に流した方が良 < ， し

たが って軌条の電圧降下は減少するし，またその'fru王降下によ

って生ずる憶力鍋失も減少する。帰線の鉱抗を少なくし，よっ

てその低圧降下を減少させるのに， 単に軌条のみに依頼せず，

これと並行に導織を敷設して頻繁に]1此条と謀総とを連総するよ

うな施設をすることがある。軌条の滋電力の補助となるのであ

るから補助帰線と呼んでいる。多く 採の銅線でこれを地中に直

接に埋没使用する。(高柳逮)

きそ う せん 亀草線 三重県亀山市と滋釘県草津市方面とを結

ぶ国鉄自動車路線であって，所管する自動車営業所は滋賀県甲

賀郡水口剖J (水 口)にある。

l 区間 ・ キロ程および沿革

1(.!.草木級 亀山 ・ 草津

f色山 ・ 沓掛 ・ 伊勢坂下

1Il山 ・ 住山

1Il山 ・ 下白木 ・ I刻

59km 1Ir. 7 ・ 12 ・ 25開業

14 nr. 31 ・ 11 ・ 19

4 日目 32 ・ 3 ・ 10

11 

9 

11召 30 ・ 2 ・ 11

近江山内 ・ 野洲川 ダム

閏村神社前 ・ 新土山 ・新大
36 n召 3 1 ・ 11 ・ 19

野 ・ m_北脇 ・ 石部口 ・ 草作

近江土山 ・ 青土 5 nH 28 ・ 5 ・ 1

佐山 口 ・ 佐山

本水口 ・ 伴中山 ・ 近江 F匠l

酋水口 ・ 山村天神前

三雲 ・ 伴中山

1Il 山線 亀山 ・ 本主主野

境問I ・ 鈴鹿市

佐 山 線前野 ・ 甲南

伊賀上野線 甲南 ・ 伊賀上野

I!H 25 ・ 5 ・ 10

4 a15 28 ・ 3 ・ 11

11 I!召 28 ・ 4 ・ 10

3 1115 30 ・ 3 ・ 21

5 

27 UH 27 ・ 9 ・ 1

12 IIH 27 ・ 9 ・ 1

11 u15 24 ・ 2 ・ 15

30 日召 28 ・ 3 ・ 11

八幡線三雲 ・ 元八幡 20 日百 12 ・ 8 ・ 11

上記の 5 ち， 111. 山 ・ 三雲間H召 7 ・ 3 ・ 25，三雲 ・ 石部間昭 7 ・ 5 ・ 5 ，

近江山内 ・ 黒川間 1115 7 ・ 3 ・ 25 それぞれ営業開始。

2 営業範囲 旅客 ・ 手小荷物および貨物の取扱をしている。

3 使 命 1{L革本線は鉄道草津線の鉄道培養路線 と して ，

伊賀上野総は草津線甲南と関西木線伊賀上野を結ぶ鉄道短絡路

線としての使命を有するほか， 沿線の地方産業文化の発展]ljj長

をも使命 と している。

4 特 長関西本線亀山 と東海道本線草津を短絡するこ

の路線は，むかしの東海道五十三次の一部であって伊勢参宮，

参勤交代等の通路であり ， 浮世絵に見るよ うな風情豊かな街道

であった。沿線には五十三次の宿駅や名所が多い。また伊賀上
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付ける話器情で， プ レーキ装置の一部。

この後十抑止 1 刺lの場合はきわめて簡単であるが 2 納以上にな

ると復雑である。 2 軸の場合にはこの両軌の制輪子を引桟で結

び付けておく。この引絡を号 1 ~、た場合に雨伽l輪子間の引線の長

さがちょうど 2 ij~hl日iの距離に等しいならば 1 つの制輪子が車

輸に触れる時に他の骨jlJ総子が他の王手輸に触れることになるから ，

2 つの111輸に同時にプレ ー キを掛けることができるが，このよ

うにするためには制輪子闘の引俸の長さを， ちょうど具合のよ

い長さに誹l獲せねばならない。もし l つの制輪子がます'111輸に

触れると ， ブ レ ー キを使用するにしたがってその制輪子が摩耗

して他の制輪子も車輸に触れることになるから，この極の繊併

でも実用になるのであって， イ ギ リ ス製の綴f判事にしばしば使

用されているが調授が商倣jである。 3 前h以上となればなおさら

である。この欠点をなく し，各制輪子と各車輪間の圧力を一定

にするためつりあいばり(図ー2 の 1 2 ， 1 3) を用いる。

プ レ ー キ関係の用語にはつぎのようなものがある。

1 ブ レーキ倍率

制総子の総圧力と プレーキ原力との百分比をいい， プ レ ー キ

装置は燦燦な く ， かつゆるめばね， もどしばねはないものと仮

定した渇合てeある。ブレ ー キ倍率を大にすれば大きなプレーキ

力を得るが，あまり大きく するとプレー キ原力の着力点の動き

(プレ ーキ シ リ γ 〆の ピストン行程，手プレ ー キのハソドノレの回

転数， 側プレーキのてこ押し下げ量)を大きくしなければなら

ぬ。プレーキシリ γ ダのピスト γ行程が大きくなれば，プレー

キシリ γ ダの容f裂が大き く なってプ レ ー キシリ y ダ圧力は低下

し ， ハ γ トツレの回転数が多 く なれば， 締めるのに時間がかかる。

またてこや総な どの数が多くなれば， 摩擦損失が大となり ， プ

レーキ効率は低下する。国鉄の標準値は第 l 表のとおりである。

2 プレーキ効率

プレーキシ リ γ ダのピス ト γに作用する力 ま たは手プ レ ー キ

に加えられたカのプレーキ倍率{告に対する制輪子に作用する笑

際の力の百分比をいう。

プレーキ効率は勝係部分の給油状態やブ レー キシリンダ圧力

の高低などに よ っ て泉なるが， 実証\IJの結果はプレー キシ リ ンダ

圧力 3 kg/cm ' の場合， 停止中 60-85 % ，運転中 90- 95 % てい
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